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これまで消費者は、形ある実在するものへの消費を行っていた。最近では生活スタイルが多

様化するなか「形のないもの」に価値が生み出され、「所有すること」よりも「利用すること」に重き

をおかれる傾向が強くなってきている。このような消費の変化を受け、企業側はサブスクリプショ

ンやリカーリングと呼ばれる継続型サービスを提供することにより、既存事業を大きく変革する可

能性がでてきている。 
 
この度、家電調査委員会では、サブスクリプション事業について先行するグローバル企業の

現状、日本をはじめアメリカ、中国、イギリス、タイの５か国の消費者に対しての Web アンケート

の実施、また、有識者へのヒアリングを行い、それらの調査結果から、家電業界におけるサブス

クリプション事業の可能性として、想定されるストーリー／キーファクター、売り切り型でないサー

ビス事業の将来性を客観的な観点から調査・分析し、新たなビジネスチャンスに向けた方策など

日系白物家電メーカーの方向性をまとめ、報告書を発行しましたのでご案内致します。内容は、

別添の「概要版」をご覧下さい。 
 

１．調査の概要 
本報告書は、文献、マクロデータ及びアンケート調査、ヒアリングなどの多面的な調査を行い、

整理・分析した上で、日系白物家電メーカーの今後の戦略方向性ついてまとめました。 
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Appendix グローバル企業事例（補足） 
① Netflix、②Amazon、③Microsoft、④Rent-A-Center、⑤Birchbox、 

  ⑥Dollar Shave Club、⑦Fender 
 
○報告書販売のご案内 
・報告書（Ａ４・約２５０ページ）の販売形態は「冊子」のみで、「ＰＤＦファイル」はありません。 
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